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第 6 章では， ATM 網を前提とした同報サービスを収容するための経路設定方式について述べている。まず， VP 
(Virtual Path) 環境の下で同報呼を収容するための VP 使用法を明らかにし，次に VP 環境下で同報トラヒックを効
率的に収容するための網構成法を提案している。さらに，コピーノードが限定された VP 環境下での経路選択アルゴリ
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(5) 同報サービスを収容するための ATM 網における経路設定方式について， VP (Virtual Path) 環境の下で同報呼
を収容するための VP 使用法を明らかにし， VP 環境下で同報トラヒツクを効率的に収容するための網構成法を提
案している。さらに，コピーノードが限定された VP 環境下での経路選択アルゴリズム (Copy Node Restriction : 
CNR と Improved CNR) を提案し，その有効性を他の代表的なアルゴリズムと対比して明らかにしている。
以上のように，本論文は，広帯域通信網，特に ATM 交換網における同報トラヒック収容技術に関する優れた提案
をしており，その技術の有効性についても詳細な検討により明らかにしており，得られた成果の妥当性，有用性は極
めて高く評価され，通信工学，ネットワーク工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は，博士論文とし
て価値あるものと認める。
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